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ｓ；鵡 湘 鮒 施鵠 帥冶 腕繊顯１釧§醐繍）を認め危膵尾部

癌の一例

．（谷津保 健病院外科） 自井 雄史・宮崎正二 郎。

向後正幸。杉 木孝章。宮坂深 幸

症例 は７８歳 女性． 悪性腫瘍 の既往 歴は ない． 蟹Ｏ０８年

９月 腕 搬 瞬部皮疹 を認め，
増悪傾向 のため皮膚科 を受診

し生検が施 行された． 岡 時期に健診 冒的にて近医 受診 し

軽度の肝機 能障害・ 恥Ａ虻 の上昇 が認め られ、精 査圏的

に当院へ紹 介受診となっ た， 前 医での皮膚生 検では盆拾

孤ＯＣ雛Ｃ滋⑪ 脇 の 診 断 で あ っ た， 当 院 初 診 時 右 腋 窩 ・ 左 鼠

径部にリ ンパ 節を触知 し
，
左 下腹部・ 右前胸部。隣 部に

皮疹が認め られた。 腫瘍マ ー労一の異 常高値を認め、
ＣＴ

にて 膵尾 部に６搬 ｍ 大 の腫 瘍が 認め ら れたた め膵 尾 部

癌， リ ン
パ 節転 移， 皮 膚 転移 と 診 断 した． Ｓ１ｓ廠 Ｍ雛ｙ

Ｊ鵬ｐ眺 Ｎｏ曲蛙 （ＳＭ洲） を認めた症例の予後は約 Ｈ

ヵ月 と非常 に予後不良である． 現在皮疹 出現より４ヵ月

であるが外来 にて化学療法 申である． 悪 性腫瘍の隣 部転

移 である ＳＭＪＮ を認めた症例 を経験 した ので報告する．

ク リニあル バスほお賊る 抗菌瀞内容⑳ 横謝

（星野病院） 星野 裕。稲葉俊三・

斎藤 弘司 。星野 聰

クリ ニカルパス により周術期 の管理 が細 部にわたり 決

定さ れている施 設がほとん どであり
苧
有用 性は高いが、

常 に改訂を意 識す る必要性に 関して検討 した．

腰椎 麻酔法によ る鼠径苧
大 腿ヘルニア 根治手術 （メッ

シュ 。プラグ法） において， 術 後感染予 防冒的に投与さ

れる 抗菌剤に着 爵し，
「クリニカ ルパスの術 後感染予防冒

的に投 与する抗菌剤 の
亭
①投与 方法

、
②投与 内容甲

③投

与国 数のアンケー トを実施 した。 投与の固 答を得られた

１３ 施設 すべ て が経静 脈 的投与 であ り、
「術 当 日の み」 あ

「術翌目謹 でＪがほ あん どであった． 当院 では遭正使用指

針を念頭 に経囚抗菌剤 への変更 を行っている． 変 更後 ｎ

例にお いて衛後感染 症は認めてお らず
、
経済 的側 面から

もクリニ吻 ルパスの 改訂の必要性 と併せて亨 有用 性が高

い と 考 克 ら れ る．

慢牲痩痛としての慢牲腹痛

（梅 田病 院外科） 木暮遣夫。 太田重久。

佐 竹 亮 介 。 井 手 博 子 ・ 設 楽 雅 人 。 長 谷 州 浩

慢牲の 腹痛 に対 して は，急牲 腹症に準 じた検査を行い，

除外診 断で診断をつ けることが多 かっ た． 近年， 小腸内

視鏡が発達 し， 近い将 来急性疾患の 診療レベ ルにのる症

例が増 してく るかも しれない． 謹だ消 化管機能 検査もい

ろいろ工夫 され
亨
有効 な治療が行わ れる症例も増 えてき

ている． しかしこれ らの検査を して も異常が指摘 されな

い症例がある ことも謹 た事実である． 慢 性腹痛に 対して

は苧 機能性胃腸 症等様々 な病名がつけ られるが，
どう し

ても確定でき ない腹痛に対 しては亭 自律神 経失調症 とか

心 身症な εの病名 をつけ， 経過
観察を行っ てき た 今固

はこれらの症例 について個々 に検討 した 詮ころリ 身 体表

現性疫痛障害と 診断された症 例が散昆さ れ危ため， 従来

の アプ砥一チに 乙だわらな い
，
心療内科と 連携 した 診断

体系 を早急に構 築すべきである．

幾院で⑳腹腔鏡下手術⑳現混と私捗こ⑳一隼で学ん君

こ ＆

（多 摩商部地域病 院） 鈴木仁呂衣 。鈴木隆 文。

桂 州 秀 雄 。 阪 井 守 ・ 古 州 達 也 。

松下典正 。山崎希恵子。 重松恭祐

当 院では２０⑪６年ほ腹腔 鏡手術を 本格的に導入 し恋，そ

の 遭庵 はヨ 胆嚢摘出術， 早期 大腸癌，
Ｓ箇騨亙亙ま での進行

大腸癌
亭 早期胃癌や， 診断を兼 ねた急性腹症 まで徐冷 に

広 げて いる， 大腸癌 に関しては、
壌⑪０６年に導 入してか ら

現在 では全体の２０％ 弱を腹 腔鏡で掩行 しており
、
早期胃

癌も 開始した
．
腹腔 鏡の導入 によ り， 創の小 ささや． 固

復の早 さ， 拡大視効 果な どの腹腔 鏡ならでは の利点だ け

では なく亭 従来と は異 なる視点 からの開腹季術 への手技

の向上 なとのフィー ドバック が可能であるζあ を実感 し

て い る， さ ら な る 向 上 の た め に，
ト レ ー ニ ン グ ボ ッ ク ス

を用いた 練習や内視鏡 外科学会 が開催している 講習会に

参加する な ど未来へ 向けて努カ を継続している． 今圃芋

導入の経緯および私が一年で学んだことについて発表する，

東瀬夫 掌消化器外科 の蟻 隼闘をぶり抄 克って

（東海大学医学部消化器外科） 今泉俊秀

東海大 学に移籍 して５ 年半が経 過し３月 に定年 を迎克

るζとに なっ た、 今固， 東京女子 医大消化器病セ ンター

の 鑓 年間を 合わ遣 た貴 重な膵 外科の 臨床経 験を 総括 し

危
．

羽 生名誉 教授 （東京女子 医大） の 薫陶のお陰 で， 癌 に

対する拡 大手術から良牲疾 患に対する 縮小手術ま で多 岐

にわたり
，
循Ｏ 例を超完る 膵頭切 除衛の 術者を 経験出 来

た． 機能 温存を園的と した 膵縮小手術 の定義と意 義 さ

らに十二指腸 温存膵頭切 除術，膵 申央切 除１ 膵々 吻合術冒

膵温存十二 指腸分節切 除術 の手術成績 をまとめ危， 膵再

建 術 の提 言は 「膵臓 ２２：６⑪⑫光 蝿
弔
９０⑪７」 に掲 載 さ れ

た． この間， 篤３壌 国膵切研究会苧 篤 蝦 回日本肝胆膵 外

科 学会
、
第３⑬ 園日本膵臓学 会を会長と してお世話させ て

頂いた． セ ンター岡門会の 全面的な ご支援に対 して は無

論
，
我が蟹一杯 に好蓄なこと を思う存 分やらせて頂い た

東 海大学幕内 教授の ご配慮 に深 く感謝申 し上げる。 私 を

育 ててくれた 東京女子医大消 化器病老 ンターと東海大 学

外科 の発展を 衷心より祈念する．
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